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新
し
い
感
覚
で
朝
日
村
を
つ
く

ろ
う

　

私
は
引
続
き
村
政
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ
、
村

民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、
新
た
な

決
意
で
村
政
運
営
に
取
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
並

び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
掲
げ
ま
し

た
選
挙
公
約
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て
、
若
干
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

基
本
目
標

　

私
は
、
朝
日
村
を
朝
日
村
と
し
て

持
続
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
村
民
の

皆
様
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
充
実
し
た
全
国
に
誇
れ
る
村

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
安
定
し
て
き
た
財
政

健
全
化
を
継
続
し
、
人
口
確
保
対
策

は
喫
緊
の
重
要
課
題
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
、
村
政
執
行
の
基
本
は
、

選
挙
公
約
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
「
新
し
い
感
覚
で
朝
日
村
を
つ
く

ろ
う
」
を
基
本
理
念
に
、
時
代
の
流

れ
を
汲
み
取
り
、
現
在
・
未
来
を
見

据
え
た
物
の
見
方
・
発
想
に
よ
り
、

し
か
も
郷
土
朝
日
村
の
良
さ
を
再
確

認
し
、
こ
れ
を
活
か
す
た
め
、
朝
日

村
ら
し
い
「
個
性
あ
ふ
れ
る　

生
き

生
き
と
し
た　

力
強
い
村
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
取
組
み
ま
す
。

◆
新
役
場
庁
舎
の
建
設

　

現
在
、
建
設
委
員
会
で
検
討
中
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
防
災
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
村
民
の
皆
様
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
庁
舎
を
、
村
産
の
木

材
を
活
用
し
て
平
成
29
年
度
を
目
標

に
建
設
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
人
口
確
保
対
策

　

私
は
、
村
長
就
任
以
来
、
村
の
実

情
に
合
っ
た
人
口
確
保
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
更
に
、
国
が

昨
年
制
定
を
し
ま
し
た
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
・
創
生
法
」
を
受
け
、

本
年
度
は
、
当
村
の
将
来
展
望
を
示

す
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

そ
の
目
標
、
施
策
を
示
す
、「
総
合

戦
略
」
を
策
定
す
る
事
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
計
画
を
策
定
す
る
過
程

で
、
必
要
に
応
じ
議
員
の
皆
様
に
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
生
涯
現
役
の
村
づ
く
り

　

当
村
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
27
年

4
月
1
日
現
在
29
．
8
%
で
、
県

の
高
齢
化
率
は
29
．
7
%
で
あ
り
、

当
村
は
近
年
県
の
高
齢
化
率
と
歩
調

が
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
我
国
の
経

中村村長3期目スタート
　４月の村長選挙で再選を決めた中
村村長が５月１日、３期目の初登庁を
し、４年間の村政がスタートしました。
役場前で支持者、職員から歓迎を受
けた後、職員を前に３期目の村政へ
の取り組み姿勢を述べました。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

職員から記章を受ける村長 職員から花束を受け取る村長

3期目初登庁、村民の出迎え
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済
、
及
び
、
医
療
・
福
祉
を
捉
え
ま

す
と
、
60
代
70
代
は
第
一
線
で
活
躍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え

る
事
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
村
で
は
、
高
齢
者
が

何
時
ま
で
も
お
元
気
で
活
躍
で
き
、

生
き
が
い
の
あ
る
、
潤
い
の
あ
る
村

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
高
齢
者
福
祉
の

充
実
を
一
層
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
◆
朝
日
村
総
合
審
議
会
の
設
置

条
例
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
審
議
会
を
設
置
し
て
取
り
組
む
事

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
含

め
て
、
総
合
審
議
会
を
設
置
す
る
事

に
よ
り
、
議
論
を
幅
広
く
総
合
的
な

判
断
を
す
る
事
が
で
き
、
し
か
も
、

委
員
の
皆
さ
ん
が
率
先
し
て
テ
ー
マ

を
つ
く
り
議
論
さ
れ
る
事
に
期
待
を

い
た
し
ま
す
。

◆
地
域
活
力
を
増
進
す
る
絆
支
援
へ

交
付
金
の
支
給

　

将
来
、
財
政
規
模
が
減
少
さ
れ
て

も
村
政
運
営
が
可
能
な
村
づ
く
り
を

今
か
ら
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
現
在
行
政
が
取
組
ん
で

い
る
事
務
、
事
業
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
自
分
達
で
取
組
め
る
も
の
に
つ

き
ま
し
て
、
例
え
ば
、
生
活
環
境
の

整
備
や
、
道
路
、
水
路
等
社
会
資
本
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
等
、
簡
易
な
補
修
等

に
つ
き
ま
し
て
、
各
区
、
又
は
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
で
対
応
し
て
い
た

だ
く
事
が
で
き
れ
ば
、
職
員
も
少
数

精
鋭
で
で
き
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
住
民
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
毎
に
村
の
予
算
配
分
を
し

ま
す
。

◆
財
政
の
健
全
化
の
継
続

　

8
年
前
、
村
長
就
任
時
の
財
政

は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
22
．
4
%

で
、
県
内
81
市
町
村
中
、
ワ
ー
ス
ト

4
で
あ
り
、
新
し
い
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
起
債
、
い
わ
ゆ
る
借
金

は
県
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
健
全
財
政
に
す
る
た
め
に

は
、
一
朝
一
夕
で
は
改
善
で
き
る
状

況
で
は
な
く
、
責
任
者
で
あ
る
私

が
、
率
先
し
て
身
を
削
り
、
財
政
の

健
全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
蔭
様
で
、
就
任
時
の
苦
し
い
時

期
を
議
会
を
始
め
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
ま
た
、
職
員

の
意
識
改
革
と
努
力
に
よ
り
平
成
25

年
度
決
算
で
は
、
実
質
公
債
費
比

率
が
9
%
と
な
り
、
県
平
均
8
．

5
%
に
近
づ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
か
た
く
り
の
里
の
増
改

修
、
新
役
場
庁
舎
等
、
大
型
事
業
を

控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
財
政
の
健

全
化
に
は
引
続
き
気
を
引
締
め
て
取

組
み
ま
す
。

　

公
約
の
具
体
的
事
項
（
抜
粋
）

◆
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

　

こ
の
内
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
の
自
然
大
災
害

の
多
発
は
、
我
国
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
9
月
の
防
災
訓
練

で
は
、
各
防
災
会
毎
に
、
関
係
す
る

皆
さ
ん
で
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
訓
練
を
実
施
し
た

所
で
す
。
本
年
は
、
昨
年
の
反
省
の

上
に
、
防
災
会
毎
に
実
の
あ
る
対
応

に
期
待
し
ま
す
。

◆
暮
ら
し
・
環
境
の
整
備
充
実

　

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て
で

す
。
定
期
バ
ス
広
丘
線
と
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
く
る
り
ん
号
の
利
用
を
一

層
充
実
す
る
た
め
、
本
年
度
、
新
規

に
定
期
バ
ス
広
丘
線
の
土
曜
日
運
行

を
試
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
乗
継
場
所
の
隣
接
地
、
原

口
、
及
び
、
上
大
池
に
停
留
所
の
設

置
を
行
い
、
乗
継
の
待
時
間
帯
に
風

雨
を
避
け
、
休
憩
で
き
る
場
所
の
確

保
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
村
民
の
生
活
道
路
に
つ
い

て
で
す
。

　

新
役
場
庁
舎
建
設
地
が
決
定
し
た

事
に
伴
い
、
新
役
場
庁
舎
と
、
公
民

館
を
結
ぶ
主
要
道
路
の
設
置
が
必
要

と
捉
え
て
お
り
ま
し
て
、
予
て
か

ら
、
要
望
を
さ
れ
計
画
を
し
て
お
り

ま
し
た
、
J
A
野
菜
集
出
荷
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
村
道
改
良
に
つ
い
て

は
、
新
役
場
庁
舎
と
、
公
民
館
を
結

6 月定例議会風景
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ぶ
主
要
道
路
計
画
の
中
で
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
災
害
共
済
に
全
村
民

加
入
、
掛
金
無
料
化
に
つ
い
て
で
す
。

　

中
信
地
域
の
町
村
会
で
運
営
を
し

て
お
り
ま
す
中
信
地
域
町
村
交
通
災

害
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

中
学
生
ま
で
を
全
員
加
入
し
、
掛
金

の
無
料
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
度
か
ら
全
村
民
に
拡
大
す
る
も

の
で
す
。

◆
健
康
・
福
祉
の
充
実

　

私
は
、
村
長
就
任
以
来
、
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
8
月
か
ら
18
歳
の

年
度
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
生
涯
現
役
の
村
づ
く
り
に
つ

い
て
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
を
委

託
し
て
お
り
ま
す
「
か
た
く
り
の

里
」は
、現
在
は
、介
護
認
定
さ
れ

た
方
々
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
場
所
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、現
在
の
施
設
の
機

能
を
前
庭
の
位
置
に
新
築
し
、入
浴

施
設
等
最
新
機
器
類
の
設
備
で
快

適
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

◆
産
業
・
観
光
の
活
力
支
援

　

ま
ず
、地
元
商
業
活
性
化
の
為
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
つ
い
て

で
す
。

　

当
村
は
逸
早
く
こ
れ
に
取
組
み
、

し
か
も
他
市
村
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
分

を
10
%
上
乗
せ
の
30
%
と
い
た
し

ま
し
た
。4
月
12
日
か
ら
販
売
し
、

1
万
円
券
3
︐0
0
0
セ
ッ
ト
を
5

月
1
日
に
完
売
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
利
用
期
間
は
9
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、利
用
者
、並
び
に
、取

扱
店
、及
び
、村
民
の
皆
様
の
評
価

を
み
な
が
ら
、当
初
目
的
の
村
内
経

済
が
活
性
化
に
な
れ
ば
、10
月
以
降

に
つ
い
て
も
引
続
き
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
活
力
あ
る
産
業
振
興
と
雇

用
促
進
の
た
め
の
工
場
誘
致
に
つ
い

て
で
す
。

　

ま
ず
、活
力
あ
る
産
業
振
興
で

は
、当
村
は
農
業
が
主
産
業
で
あ
り

ま
す
事
か
ら
、従
来
通
り
J
A
朝
日

支
所
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
、

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、商
工
会

と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、最
近

同
じ
経
済
団
体
の
商
工
会
と
J
A

朝
日
の
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
事
は
大
き
な
前
進
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

◆
教
育
・
文
化
・
子
育
て
支
援

　

私
は
、
村
長
就
任
以
来
、
子
育
て

支
援
に
は
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

特
に
、
3
、4
、5
歳
時
の
保
育

料
無
料
化
や
、
こ
の
4
月
に
開
設

し
ま
し
た
、
あ
さ
ひ
保
育
園
の
未
満

児
保
育
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
に

時
代
の
先
端
の
施
設
と
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
就
任
時

か
ら
出
産
祝
金
10
万
円
の
支
給
は
近

隣
市
村
に
は
な
く
、
少
子
対
策
の
一

環
と
し
て
取
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
第
3
子
以
降

の
お
子
さ
ん
に
30
万
円
の
お
祝
い
を

支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

かたくりの里　増改修工事着工

あさひ保育園（4月開園）
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　平成27年度の一般会計当初予算は、統一地方選挙のため骨格予算となっていましたが、今回の
補正予算は肉付け予算として政策的経費や新規事業など2億2,418万円を計上し、総額28億7,748万
円となりました。

　主なものは地方交付税 7,192 万円、国庫支出金 4,105 万円、村債 1 億 160 万円を見込み
ました。村債のうち辺地債 1,450 万円は交付税で 80％、緊急防災・減災事業債 7,490 万円は 70％
が交付税で措置されます。

　主なものは、あさひ保育園・中央公民館周辺の道路整備工事に 4,200 万円、トレーニン
グセンターの耐震工事に7,490万円、古見原の農道改良工事に2,450万円、観光施設整備工事に1,450
万円、新たなものとして、中学生以下から年度末年齢 18 歳までに年齢枠を拡大する児童福祉医療
給付事業に 182 万円を追加しました。人件費は、職員人事異動等により889 万円増となっています。

歳出の主なもの

特別会計

歳 入

歳 出

平成２７年度 一般会計補正予算（第１号）6月
議会

2 億 2,418 万 円 追 加 補 正

補正額 主な内容
議 会 費 124 万円 消耗品（帽子・長靴等）6 万円　　

総 務 費 2,921 万円 地目調査業務委託料 676 万円
公共施設等総合管理計画策定委託料 400 万円

民 生 費 △ 313 万円 児童福祉医療給付 140 万円
臨時職員賃金（子育て支援）136 万円

衛 生 費 24 万円
農林水産費 2,823 万円 土地改良施設改良工事（古見原 農道改良工事等）2,450 万円
商 工 費 1,695 万円 観光施設整備工事（キャンプ場・モクモク体験館・緑の体験館）1,450 万円

土 木 費 6,548 万円 村道小野沢 11・12 号線工事 4,200 万円
車両購入費（除雪用ホイールローダー）900 万円

消 防 費 47 万円 非常備消防費（操法・ラッパ大会費）47 万円
教 育 費 8,549 万円 トレーニングセンター非構造部材耐震化工事 7,490 万円

補正額 主な内容

介護保険特別会計 210 万円 認知症地域支援推進員等
設置事業 143 万円

簡易水道特別会計 6 万円
主に人件費

下 水 道 特 別 会 計 102 万円

トレーニングセンター非構造部材耐震化工事
（天井の耐震化工事）
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　

2
0
0
8
年
に
始
ま
っ
た
日
本
の

人
口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進

み
、
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
・
経
済

力
の
低
下
は
、
地
域
社
会
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、昨
年
11
月
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
国
で
は
人
口
の
現
状

と
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

を
受
け
都
道
府
県
や
市
町
村
は
、
平

成
27
年
度
中
に
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
は
、
少
子
化
、
大
学
進
学
や

働
く
場
の
不
足
な
ど
に
よ
る
若
者
の

首
都
圏
へ
の
流
出
、
さ
ら
に
近
年
は

未
婚
化
、晩
婚
化
も
影
響
し
て
お
り
、

朝
日
村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
朝
日
村
に
お
い
て
も
、

人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
目
指

す
べ
き
将
来
の
方
向
と
将
来
の
人
口

を
展
望
す
る
、「
朝
日
村
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
上
で
、

朝
日
村
の
実
情
に
応
じ
た
基
本
目
標

と
、
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ

「
朝
日
村
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
少
時
代

を
見
据
え
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

朝
日
村
と
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
な

村
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
く
か
を
検

討
し
、
実
施
し
て
い
く
た
め
の
重
要

な
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

策
定
内
容

❖
朝
日
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

村
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を

示
し
、
人
口
問
題
に
関
す
る
基
本
認

識
の
共
有
を
図
り
、
取
組
む
べ
き
将

来
の
方
向
を
示
す
長
期
的
な
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

〈
対
象
期
間
〉

　

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
期
間

（
２
０
６
０
年
ま
で
）

❖
朝
日
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略

　

朝
日
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地

域
を
維
持
す
る
た
め
、
村
民
が
潤
い

の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形

成
、
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か
な

多
様
な
人
材
の
確
保
及
び
魅
力
あ
る

多
様
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
す
。

〈
対
象
期
間
〉

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

（
５
ヶ
年
）

　

4
月
12
日
に
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
朝
日
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で

す
が
、
好
評
に
つ
き
5
月
1
日

（
金
）
に
3
0
0
0
セ
ッ
ト
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
ご
購
入
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、

9
月
30
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期

限
ま
で
に

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

朝
日
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
策
定
中

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

９
月
末
ま
で
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

皆
さ
ま
の
声
を

　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き

し
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
。
地
域
の
活
性
化
等
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や

ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
総
務
課
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課

☎
0
2
6
3
‐
9
9
‐
2
0
0
1
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こ
の
大
会
は
消
防
ポ
ン
プ
操
法
技

術
・ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
向
上
と
、士

気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、7
月
5
日

（
日
）朝
日
村
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

朝
日
村
で
の
開
催
は
平
成
16

年（
松
筑
消
防
協
会
）大
会
以

来
11
年
ぶ
り
で
、当
日
は
選
手
・

役
員
等
の
大
会
関
係
者
を
は
じ

め
団
員
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
大
勢
応
援
に
駆
け
付
け
、会

場
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

朝
日
村
消
防
団
か
ら
は
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
第
1
分
団

（
小
野
沢
）、小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
第
5
分
団（
西
洗
馬
）、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
に
ラ
ッ
パ
班
の

計
3
チ
ー
ム
が
出
場
し
、ど
の

チ
ー
ム
も
日
頃
の
訓
練
成
果
を

発
揮
し
て
見
事
上
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
訓
練
を
重

ね
た
選
手
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、選
手
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
団

員
や
家
族
、地
域
の
皆
さ
ん
、ご
支
援・ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
は
、

国
内
に
居
住
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
を

対
象
と
し
て
、
日

本
の
人
口
や
世
帯
の

実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
最
も
基
本
的
で
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。
国
勢
調
査
の
結

果
は
福
祉
施
策
や
生
活
環
境
整
備
、

災
害
対
策
な
ど
、
日
本
の
未
来
を

つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
様
々

な
施
策
の
計
画
策
定
な
ど
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
期
日

　

平
成
27
年
10
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
9

月
以
降
、
調
査
員
が
各
御
家
庭
に
調

査
票
の
配
布
と
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

今
回
の
調
査
で
の
注
目
は
、
従
来

の
紙
の
調
査
票
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
回
答
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
で
す
。
受
付

期
間
中
（
9
月
10
日
～
9
月
20
日
）

は
い
つ
で
も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
皆
様
の
負
担
軽
減
や
利
便

性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

が
確
認
さ
れ
た
方
は
、
紙
の
調
査
票

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

り
回
答
で
き
る
方
は
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
を
！

　

統
計
調
査
を
装
っ
て
不
正
に
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
「
か

た
り
調
査
」
が
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
統
計
調
査
員
は
、
身
分
証
で

あ
る
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

時
に
は
、
す
ぐ
に
回
答
し
な
い
な
ど

注
意
を
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
そ

の
よ
う
な
事
案
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

松
本
消
防
協
会

ポ
ン
プ
操
法・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会 

結
果
に
つ
い
て

平
成
27
年　
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

順 位 ポンプ車の部
［出場］8チーム

小型ポンプの部
［出場］10チーム

ラッパ吹奏の部
［出場］7チーム

優 勝 安曇野市消防団
（第 11 分団）

安曇野市消防団
（第４分団） 安曇野市消防団

準 優 勝 朝日村消防団 朝日村消防団 松本市消防団

敢 闘 賞 筑北村消防団 塩尻市消防団
（宗賀分団第７部） 朝日村消防団

努 力 賞 塩尻市消防団
（広丘分団第６部）

塩尻市消防団
（塩尻分団第７部） 麻績村消防団
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朝日村公共交通利用ガイド

安くて便利な朝日村公共交通を利用しましょう

どちらも1 乗車 100 円
（ただし、中学生以下は無料）

村の公共交通、村営バス広丘線とデマンドタクシー「くるりん号」の運賃は…

村営バス広丘線がもっと便利に！
　利用者みなさまからのご要望がありました土曜日運行に
ついて、4月1日から朝の便で試行運行（平成28年3月まで）
をはじめました。通勤や通学などにぜひご利用ください。

デマンドタクシー「くるりん号」のこんな使い方を紹介！
　「くるりん号」は村内運行のほか、村外の各公共交通機関のバス停
への接続運行もしています。他の公共交通機関と一緒に利用すれば、
さらに便利です。
　例えば…

〈運行時刻表〉平成 27年 4月 1日改正　　　　　　　　　　　○…運行（ただし、12/30 〜 1/3 は全便運休）
発 着 平日 土曜日 日祝日

上り
（村内→広丘駅）

旭ヶ丘　 6：45 7：20 ○ 新 ○

運休

御馬越　 6：45 7：16 ○ 新 ○
鉢盛中　 8：55 9：28 ○

運休

鉢盛中　13：35 14：08 ○
鉢盛中　17：40 18：13 ○

下り
（広丘駅→村内）

13：00 鉢盛中　13：33 ○
16：55 鉢盛中　17：28 ○
18：40 御馬越　19：32 ○
20：05 御馬越　20：57 ○

行きはバスで広丘駅まで行って市内に出掛けたけど、
帰りのバスは16：55までない。
もっと早く帰りたいな…

❖塩尻市地域振興バス洗馬線　
塩尻駅前14：00 発→旧原口郵便局前14：38 着→くるりん号で村内へ
❖アルピコ交通山形線　
松本バスターミナル13：05発→車庫前13：43着→くるりん号で村内へ
❖アルピコ交通空港・朝日線　
松本バスターミナル14：20 発→上今井14：58 着→くるりん号で村内へ

朝日村地域公共交通協議会（役場総務課内）　☎ 99-2001お問合せ

お
得
！

― 運行時間 ―
8：00〜18：00

❖乗車のご予約は
☎52-2500

※受付時間 8：00～17：30
　詳しくは、各御家庭に配
布しました「朝日村公共交
通ガイド」をご覧ください。
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❶認知症になっても安心して暮らせる村

❷「認知症」と言って、ひとくくりにできる病気はありません

❸「認知症サポーター養成講座」を出前します。
　地域のつながりが大切　―　多くの認知症サポーターの養成を！

地域包括支援センターです
朝日村地域包括支援センターでは

「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています。

［シリーズ］認知症②

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください。

☎99-2251

こんにちは

朝日村地域包括支援センター（朝日村健康センター内）

　認知症の人がいままでと同じように安心して暮らすためには、住み慣れた地域で家族や
近所の仲間で支えることが大切になってきます。困っているときに手を差し伸べられるよう
に、ひとりひとりが「認知症」をいっしょに考えてみませんか。

　それぞれの人に「認知症」の原因となる病気があります。癌をひ
とくくりにせず、肺がん・乳がん・胃がん等、個別に捉えるのと同
じです。もとになる病気が違い、生活環境が違えば症状である
「認知症」も異なります。原因となるのは、アルツハイマー病、脳梗
塞後遺症、レビー小体病などの病気です。この病気の多くは治せ
ませんが、症状である「認知症」は環境によって、善くも、悪くもな
ります。この環境づくりが一番難しいです。

Q 認知症サポーターとは？
Ⓐ 何か特別なことをする人ではありません。認知症について正しく理解し、
偏見を持たず、温かい目で見守ることのできる「地域の支援者」です。

［内　容］キャラバンメイト（ボランティア講師）が、認知症の正しい知識や具
体的な接し方について分かりやすく説明します。例えば、地区公民館人権学
習会などへ出前講座します。
［時　間］１時間～１時間 30 分　　　［受講料］無料
［申込方法］受講を希望する団体は、日時、会場、人数を決めた上で、下記までお申し込みください。
［申込先］朝日村地域包括支援センター（健康センター内）　電話： ９９-２２５１（直通）　
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一
定
以
上
所
得
者
は
利
用
者

負
担
が
2
割
に
な
り
ま
す

　

平
成
27
年
8
月
か
ら
一
定
以
上

所
得
者
（
下
記
参
照
）
は
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
1

割
か
ら
2
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
、
負
担

割
合
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保
険
負

担
割
合
証
」が
発
行
さ
れ
ま
す
。サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、「
介
護
保

険
被
保
険
者
証
」
と
「
介
護
保
険
負

担
割
合
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
定
以
上
所
得
者
と
は

　

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方
が

2
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

❖
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
年
間

1
6
0
万
円
以
上
で
、
年
金
収

入
等
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

の
合
計
が
、
単
身
で
2
8
0
万

円
以
上
の
方
、
2
人
以
上
世
帯

で
3
4
6
万
円
以
上
の
方
。

※
合
計
所
得
金
額

　

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
に
相

当
す
る
金
額
（
収
入
の
種
類
に
よ

り
計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
）
を

控
除
し
た
金
額
の
こ
と
で
、扶
養
・

医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を

す
る
前
の
金
額
。

※
世
帯

　

住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
を
指

し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

　

合
計
所
得
金
額
か
ら
、
年
金
の

雑
所
得
を
除
い
た
所
得
金
額
。

　

昨
年
度
か
ら
検
討
し
て
い
た「
か

た
く
り
の
里
」の
新
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
と
既
存
施
設
の
改

修
工
事
の
設
計
が
で
き
あ
が
り
、今

年
度
か
ら
建
設
・
改
修
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

　

建
設
・
改
修
工
事
に
つ
い
て
、入
札

の
結
果
、松
本
土
建
・
清
沢
土
建
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
請
負

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
議
会
に
お
い
て
、契
約
の
締

結
が
議
決
さ
れ
た
の
を
受
け
、6
月

24
日（
水
）に
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。村
及
び
施
工
関

係
者
ら
40
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
し
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
今
年
12
月
中
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
、ま

た
既
存
施
設
は
、

来
年
4
月
か
ら
始

ま
る
新
し
い
介
護

保
険
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
に
向
け
、工
事

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

か
た
く
り
の
里
建
設
・
改
修
工
事
始
ま
る

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
と
地
域
福
祉
の
拠
点
施
設
へ
～

新デイサービスセンター完成予想図

地鎮の儀 安全祈願祭
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デ
ン
グ
熱
と
は
?

　

昨
年
、
東
京
の
公
園
を
訪
れ
た
人

か
ら
、
海
外
渡
航
歴
の
な
い
デ
ン
グ

熱
患
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

デ
ン
グ
熱
は
人
か
ら
人
へ
直
接
感

染
す
る
こ
と
は
な
く
、
デ
ン
グ
熱
に

感
染
し
た
人
の
血
を
吸
っ
た
蚊
の
体

内
で
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
、
そ

の
蚊
が
ま
た
他
の
人
の
血
を
吸
う
こ

と
で
感
染
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
や
、
南
ア
ジ
ア
、
中

南
米
な
ど
熱
帯
や
熱
帯
の
全
域
で
流

行
し
て
い
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
2
～
15
日
で
、
多

く
は
3
～
7
日
で
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
発
熱
、
発
疹
、

頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

予
後
は
比
較
的
良
好
で
す
が
、
ご

く
ま
れ
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

治
療
方
法
は
?

　

ワ
ク
チ
ン
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

薬
は
な
い
た
め
、
発
熱
な
ど
の
症
状

に
対
す
る
治
療
を
し
ま
す
。

予
防
方
法
は
?

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　

❖
屋
外
で
は
長
袖
長
ズ
ボ

ン
を
着
用
す
る
な
ど
、

肌
の
露
出
を
で
き
る
だ

け
避
け
る
。

❖
虫
刺
さ
れ
防
止
薬
を
適

切
に
使
用
す
る
。

❖
屋
外
だ
け
で
な
く
屋
内

の
蚊
の
駆
除
に
も
心
が

け
る
。

蚊
の
発
生
防
止
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う

　

蚊
は
水
辺
に
産
卵
す
る
た
め
、
雨

水
マ
ス
、
廃
タ
イ
ヤ
や
庭
の
水
桶
、

植
木
鉢
の
水
受
け
皿
等
に
注
意
が
必

要
で
す
。

❖
水
の
溜
ま
り
や
す
い
容
器
な
ど

は
、定
期
的
に
日
向
へ
水
を
捨
て
、

ボ
ウ
フ
ラ
を
処
理
す
る
。

❖
容
器
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
水
が
溜

ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

❖
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
マ
ル
チ
の
く

ぼ
み
に
も
水
が
溜
ま
り
や
す
い
の

で
、
注
意
す
る
。

❖
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
、
水
の
捨
て
づ
ら

い
容
器
な
ど
に
は
、
砂
を
入
れ
る

な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

最
寄
り
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
前
に
は

❖
海
外
渡
航
を
し
た

❖
蚊
に
刺
さ
れ
た

　

こ
の
こ
と
を
事
前
に
電
話
で
申
し

出
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
＝
や
ぶ
蚊

　

背
中
に
一
本
の
白
い
線
と
W
字

状
の
模
様
が
あ
る
4
～
5

mm
ほ

ど
の
蚊
で
、
5
月
中
旬
か
ら
10
月

下
旬
こ
ろ
ま
で
活
動
し
ま
す
。

　

雑
木
林
や
竹
林
な
ど
で
繁
殖
し
、

最
近
は
藪
・
墓
地
・
公
園
な
ど
で

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
日
中
に
活
発
に
吸
血
し
ま
す
。

活
動
範
囲
は
50
～
1
0
0
m
程
度

で
す
。

蚊
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
～
デ
ン
グ
熱
～

問
☎
0
2
6
3
‐
9
9
‐
2
5
4
0

※ 2013 年まではすべて輸入症例で、2014 年に初めて国内感染患者が発生しました！

重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
る
。

症
状
は
下
血
や
胸
水
な
ど

あ
る
型
に
感
染
す
る
と
、
同

じ
型
に
は
感
染
し
な
く
な
る
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アポプレキシー のない村づくり

～健診ではじまる、あなたの健康生活～

私たち保健師・管理栄養士が皆さんの健康のサポートをします。

健康で長生きは高血圧予防・改善が かぎ！？

◆平成22～24年　標準化死亡比

1
0
0
を
超
え
た
場
合

全
国
と
比
較
し
て
高
い

　

朝
日
村
は
、
全
国
と
比
較
し
て
脳
卒
中

で
亡
く
な
る
方
の
割
合
が
高
く
、
介
護
保

険
の
申
請
理
由
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
原
因
に
は
、
高
血
圧
・
脂
質

異
常
症
・
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
が
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

朝
日
村
の
国
民
健
康
保
険
の
生
活
習
慣

病
の
治
療
を
し
て
い
る
方
の
割
合
を
み
る

と
、
高
血
圧
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
治

療
し
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
、
住
民
福
祉
課
健

康
づ
く
り
担
当
で
は
高
血
圧
予
防
・
改
善

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
塩
分
測
定

　

現
在
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
が
訪
問
す
る
、
地
区
訪
問
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
塩
分
測
定

器
を
持
っ
て
訪
問
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
味

噌
汁
等
の
汁
物
の
測
定
を
行
って
い
ま
す
。

　

普
段
飲
ん
で
い
る
味
噌
汁
が
適
正
な
濃

度
か
一
度
量
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
杯
の
汁
の
量
の
目
安
…
1
5
0
㏄

塩
分
濃
度
の
目
安
…
…
…
0
・
7
％

（
塩
に
換
算
し
て
1
ｇ
）

［
参
考
］

1
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
標
量
は

男
性
8
ｇ
以
下
、
女
性
７
ｇ
以
下

（
2
0
1
5　

食
事
摂
取
基
準
）

だ
し
の
種
類

1
杯
分
の
味
噌
の
量

煮
干
し
等
の

天
然
だ
し

約
8
ｇ

だ
し
の
素

約
5
ｇ

量
っ
て

み
ま
し
ょ
う

朝
日
村
の
高
血
圧
の
現
状

朝
日
村
の
高
血
圧
対
策

望
ま
し
い
味
噌
汁
の
塩

分
濃
度
・
食
塩
量
は
??
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アポプレキシー のない村づくり

～健診ではじまる、あなたの健康生活～

私たち保健師・管理栄養士が皆さんの健康のサポートをします。

健康で長生きは高血圧予防・改善が かぎ！？

◆平成22～24年　標準化死亡比

1
0
0
を
超
え
た
場
合

全
国
と
比
較
し
て
高
い

②
血
圧
測
定

　

地
区
訪
問
時
に
、
血
圧
測
定
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
測
定
を
し
て
い
ま
す
。

高
血
圧
測
定
　
一
口
メ
モ

　

高
血
圧
に
は
い
く
つ
か
タ
イ
プ
が
あ

り
、
①
持
続
的
に
血
圧
が
高
い
②
医
療
機

関
等
で
高
く
な
る
白
衣
性
高
血
圧
③
朝
に

血
圧
が
高
く
な
る
早
朝
高
血
圧
等
が
あ
り

ま
す
。
昼
間
に
測
定
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
早
朝
に
測
定
す
る
こ
と
で
早
朝
高

血
圧
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
で
朝
、
血
圧
測
定
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

☆
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
☆

①
起
床
後
1
時
間
以
内

②
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

③
朝
食
の
前

④
薬
を
飲
む
前

　

測
定
値
は
記
録
を
し
て
、
主
治
医
に
診

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
出
前
講
座
の
開
催

　

会
議
や
何
か
の
集
ま
り
の
際
に
、
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
血
圧
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
血
圧
に
関
す

る
こ
と
以
外
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
開
催
日
の
2
週
間
前
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
健
康
バ
イ
キ
ン
グ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
健
康
づ
く

り
担
当
が
、
運
動
・
食
事
・
学
び
の
講
座

を
一
覧
に
し
て
、
参
加
す
る
方
が
選
択
で

き
る
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
健
康
づ
く

り
講
座
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

朝
日
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

康
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

健
康
バ
イ
キ
ン
グ
で
も
講
座
の
一
つ
で

あ
る
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、「
早
歩

き
」と「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」を
交
互
に
繰
り

返
す
こ
と
で
、
筋
力
・
体
力
が
つ
き
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
生
活
習
慣
病
の
改

善
・
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
筋
力
や
腰
痛
予
防
等
生
活
に
支
障
が

な
く
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
に
は
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

の
体
験
教
室
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
教
室
の
お
知
ら
せ
は
、
保
健
補
導

員
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

朝
日
村
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
9
9
―
2
5
4
0

塩
分・血
圧
測
定
、希
望
さ

れ
る
方
は
、健
康
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
予
防・改
善
に
有
効

長
野
県
発
イ
ン
タ
ー
バ
ル

速
歩

家庭血圧
135/85以下が
望ましい
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宅
内
の
汚
水
マ
ス
の
清
掃
に

つ
い
て

　

宅
内
の
汚
水
マ
ス
は
、
定
期
的
に

清
掃
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詰
ま
り

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
白
色
の
蓋
の
淵

に
あ
る
溝
を
、マ

イ
ナ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
で
取
る
。

2
ホ
ー
ス
で
、水
を

流
し
な
が
ら
、

市
販
の
便
器
用
ブ
ラ
シ
な
ど
で
、管

の
底
を
軽
く
こ
す
る
と
、き
れ
い
に

な
り
ま
す
。

3
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
な
ど
は
、

白
色
の
蓋
の
横
に
あ
る
小
さ
な
蓋

（
直
径
10
セ
ン
チ
前
後
）
を
取
り
、

ホ
ー
ス
を
通
し
て
掃
除
す
る
。（
先

に
小
さ
な
蓋
を
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
）

　

台
所
の
汚
水

マ
ス
は
、
油
分

が
多
い
の
で
、こ

ま
め
に
清
掃
し

ま
し
ょ
う
。

❖
「
下
水
管
の
掃
除
を
し
ま
せ
ん

か
」
と
言
う
訪
問
業
者
が
い
る
よ

う
で
す
が
、
村
で
は
斡
旋
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
状
況
に
応
じ
て
、
各

ご
家
庭
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

管
詰
ま
り
防
止
の
た
め
に 

❖
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
紙
は
、「
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
を
使
用
す
る
。

❖
ト
イ
レ
に
紙
お
む
つ
・
生
理
用
品

等
は
流
さ
な
い
。

❖
台
所
の
排
水
口
か
ら
野
菜
く
ず

や
ご
み
を
流
さ
な
い
。
お
風
呂

の
目
皿
に
付
着
し
た
髪
の
毛
を

流
さ
な
い
。

公
共
下
水
道
の
機
能
保
護
の

た
め
に 

❖
宅
地
内
の
汚
水
マ
ス
に
雨
ど
い
な

ど
か
ら
の
雨
水
は
入
れ
な
い
。

❖
土
砂
・
廃
油
な
ど
を
下
水
道
に
捨

て
な
い
。

　

そ
の
他
注
意
す
る
こ
と 

❖
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
は
、開
け
な
い
。

　

朗
読
駅
伝
と
は
…

　

一
般
住
民
が
読
み
手
と
な
っ
て
行

う
朗
読
会
で
す
。
朗
読
者
が
タ
ス
キ

を
渡
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も

の
を
朗
読
し
て
い
き
ま
す
。　

　

読
む
も
の
は
物
語
、
エ
ッ
セ
イ
、

詩
、
そ
の
ほ
か
何
で
も
自
由
で
す

が
、
地
元
の
特
産
物
が
登
場
す
る
も

の
を
選
び
ま
す
。

　

開
催
日
時・会
場

❖
日
　
時

10
月
4
日（
日
）午
後
1
時
30
分

❖
会
　
場

A
Y
T
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　

朗
読
者
の
お
申
し
込
み

　
「
朗
読
駅
伝
」
で
朗
読
し
て
く
だ

さ
る
方
を
10
名
募
集
し
ま
す
。

　

朗
読
は
初
め
て
と
い
う
方
や
、

小
・
中
学
生
も
大
歓
迎
で
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

読
む
も
の
は
、朝
日
村
の
特
産
物

（
レ
タ
ス
、き
の
こ
、カ
ラ
マ
ツ
等
）か
ら

共
通
テ
ー
マ
を
決
め
、好
き
な
も
の
を

選
ん
で
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。持

ち
時
間
は
ひ
と
り
5
分
程
度
な
の
で
、

長
編
の
場
合
は
抜
粋
に
な
り
ま
す
。

❖
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

朝
日
村
図
書
館

　

電
話
9
9
︱
1
0
0
7
ま
た
は

直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
月
・
火
は
休
館
日

　
「
朗
読
駅
伝
」
に
は
元
・
信
越
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
山
菜
穂
子
さ

ん
も
朗
読
案
内
人
と
し
て
参
加
し
、

朗
読
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

当
日
、
会
場
で
は
地
元
特
産
物
の
販

売
も
行
い
ま
す
。

　

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
朗
読
駅
伝
」の
様
子
が
分
か

る
冊
子
で
す
。

　

図
書
館
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
の
注
意
と
お
願
い

「
朗
読
駅
伝
」
朗
読
者
募
集
の
お
知
ら
せ
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今
年
で
第
68
回
を
迎
え
る
、
お
盆

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
地
区

対
抗
野
球
大
会
が
、
今
年
も
8
月

14
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て

は
、7
月
10

日（
金
）に

組
み
合
わ

せ
抽
選
会

が
行
わ
れ
、

下
記
の
と

お
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

交
流
・
親

交
の
良
い
機

会
で
す
の

で
、地
元
地

区
の
優
勝

を
目
指
し
、

多
く
の
皆

さ
ん
の
参

加
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
区
対
抗
野
球
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

鎖
川
や
ま
め
釣
り・つ
か
み
取
り
大
会

8
月
15
日
土
開
催

●
や
ま
め
釣
り
大
会

問
合
せ
先

鎖
川
釣
り
大
会
・
つ
か
み
取
り
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
9
9
–
2
0
0
4

◆
受
　付
　
役
場
駐
車
場

午
前
７
時
30
分
か
ら

◆
開
　始
　
午
前
８
時
か
ら

◆
場
　所
　
旧
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
付
近
か
ら

針
尾
橋
の
間
の
鎖
川

◆
参
加
者
　
朝
日
村
民
及
び
村
内
へ
の
帰
省
者

●
や
ま
め
つ
か
み
取
り
大
会

◆
受
　付
　
旧
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
駐
車
場

正
午
か
ら

◆
開
　始
　
午
後
１
時
か
ら

◆
場
　所
　
Ｊ
Ａ
横
の
鎖
川

◆
参
加
者
　
村
内
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
女
性

（
帰
省
者
を
含
む
）

参加費
無料

○
釣
り
、つ
か
み
取
り
は
捕
る
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

○
つ
か
み
取
り
も
必
ず
受
付
が
必
要
で
す
。受
付
の
際
に
魚
を
入
れ
る

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
バ
ケ
ツ
の
持
込
み
は
禁
止
で
す
。）

○
駐
車
場
は
、役
場
と
旧
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
低
学
年
の
お
子
さ
ん
は
、保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

注
意
事
項

つかみ取り大会（平成26年）やまめ釣り大会（平成26年）

7 時 00分～
7時 30分～
9時 00分～
10時 30分～
12時 00分～
13時 30分～
15時 00分～
16時 30分～
（決勝戦終了後）

開  会  式
第一試合
第二試合
第三試合
第四試合
第五試合
準  決  勝
決　　勝
閉  会  式

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
B2B1A3A2A1

A4

Aコート Bコート

A5 B3 B4
B5

A7

優  勝

A・B 朝日運動広場グラウンド第68回地区対抗野球大会組み合わせ

A6

大会の予定

三

　ヶ

　組

上

　古

　見

新

　田

　下

北

　
　
　村

中

　
　
　村

原

　新

　田

本

　
　
　郷

中

　
　
　組

下

　洗

　馬

上

　
　
　組

入

　
　
　三

中

　
　
　通

新

　田

　上

下

　古

　見

中

　古

　見

第 68 回

開会式の様子（平成26年）



16

　

本
年
、5
月
17
日
を
も
っ
て
、前
教

育
委
員
長
の
下
田
幸
子
氏
が
任
期
満

了
で
退
任
さ
れ
、後
任
に
一
之
沢
の
上

條
利
春
氏
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、新
た
に
教
育
委
員
と
し

て
、下
洗
馬
の
中
村
八
重
美
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
紹
介

教
育
委
員
長
　
上
條 

利
春

　
こ
の
度
、教
育

委
員
長
と
し
て

選
任
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

教
育
相
談
員
と
し
て
、ま
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
接
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
利
点
を

生
か
し
、保
育
園
や
学
校
の
先
生
方
、ま

た
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
深
め
、次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
手
助
け
が
出
来
た
ら

と
思
い
ま
す
。微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
　
中
村 

八
重
美

　

監
査
委
員
紹
介

識
見
監
査
委
員
（
代
表
監
査
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
條 

孝
也

議
会
選
出
監
査
委
員
　
髙
橋 
廣
美

❖
就
任
　
平
成
27
年
5
月
15
日

❖
任
期
　
4
年
間
。
た
だ
し
、
議
員

か
ら
選
任
さ
れ
た
監
査
委

員
は
議
員
の
任
期
ま
で
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
に
よ
る
農
林
業

被
害
に
お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん

か
?

　

農
林
業
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
や
狩

猟
を
行
う
際
は
狩
猟
免
許
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

本
年
度
松
本
地
区
で
は
次
の
通
り

狩
猟
免
許
試
験
、
初
心
者
狩
猟
免
許

試
験
講
習
会
が
実
施
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
細
を
知
り
た
い

方
は
、
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課

（
4
0
︱
1
9
2
6
）
若
し
く
は
朝

日
村
役
場
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

　

狩
猟
者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
し
、
狩
猟
免
許
試
験
の
準

備
に
役
立
て
て
頂
き
ま
す
。

❖
免
許
試
験
及
び
講
習
会
実
施
会
場

　

長
野
県
松
本
合
同
庁
舎　

講
堂

❖
免
許
試
験
及
び
講
習
会
実
施
日
程

新
教
育
委
員
長・教
育
委
員　
監
査
委
員
紹
介

松
本
地
区

「
狩
猟
免
許
試
験
」
の
お
知
ら
せ

平成
27年度

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

区
　
分

日
　
時

申
込
期
間

平成27年9月
実施講習

平成27年
9月5日（土）

午前8時30分～

平成27年
8月10日～

8月21日

平成28年2月
実施講習

平成28年
2月13日（土）

午前8時30分～

平成28年
1月18日～

1月29日

狩
猟
免
許
試
験

区
　
分

日
　
時

申
込
期
間

平成27年9月
実施講習

平成27年
9月13日（日）

午前8時30分～

平成27年
8月10日～

8月21日

平成28年2月
実施講習

平成28年
2月20日（土）

午前8時30分～

平成28年
1月18日～

1月29日
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対
象
者

　

基
準
日（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

に
お
い
て
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

❖
朝
日
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方

❖
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
住
民
税
に

お
い
て
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
方

❖
生
活
保
護
制
度
等
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
な
い
方

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
者

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

8
月
下
旬
に
通
知
を
発
送
し
、9
月

1
日（
火
）か
ら
申
請
を
受
付
し
ま

す
。

○
申
請
受
付
終
了
は
12
月
1
日（
火
）

で
す
。

　

支
給
額

　

一
人
に
つ
き
6
︐0
0
0
円

❖
事
業
概
要

道
路
改
築
工

L
＝
4
4
0
m

W
＝
4
．0
m
〜
6
．0
m

　

平
成
25
年
度
か
ら
改
良
工
事

を
進
め
て
い
た
、大
石
原
地
区

道
路（
村
道
針
尾
19
号
線
）が
、

7
月
末
に
竣
工
し
ま
し
た
。本

線
は
総
延
長
4
4
0
m
、道
路

幅
員
4
．0
m
～
6
．0
m
で
、総

事
業
費
1
億
3
︐3
2
5
千
円

で
す
。

　

本
線
は
、平
成
25
年
の
豪
雨

に
よ
り
道
路
の
路
肩
が
崩
れ
た

た
め
、応
急
の
対
応
を
と
っ
て
い

た
箇
所
を
は
じ
め
、全
線
と
も

車
道
幅
員
が
狭
い
う
え
見
通
し

が
悪
く
、す
れ
違
い
が
困
難
な

状
況
で
し
た
。今
回
の
改
良
に

よ
り
、4
m
以
上
の
幅
員
が
確

保
で
き
、消
防
車
両
等
大
型
車

両
の
乗
り
入
れ
が
円
滑
に
な
り

ま
し
た
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

大
石
原
地
区
道
路（
村
道
針
尾
１９
号
線
）工
事
が

竣
工
し
ま
し
た

「
臨
時
福
祉
給
付
金

（
簡
素
な
給
付
措
置
）」 

や
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
の

〝
振
り
込
め
詐
欺
〟や

〝
個
人
情
報
の
詐
取
〟

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

！
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私
た
ち
は
こ
の
美
し
い
郷
土

を
誇
り
に
思
い
、豊
か
な
心
を

育
て
な
が
ら
、健
康
で
住
み
よ

い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す

　

平
成
26
年
度
「
信
州
朝
日
村
ふ
る

さ
と
応
援
寄
付
」
は
4
名
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
付
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
寄
付
金

に
つ
き
ま
し
て

は
、ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
方

の
ご
意
向
に
沿

う
よ
う
、森
林

や
産
地
を
守
る

た
め
、ま
た
、未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
や

村
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
各
種
施
策
に
取
り
組
み
魅

力
あ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
課
総
務
担
当

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統一地方選挙結果
　第１8回統一地方選挙により、４月２６日（日）に朝日村長・
朝日村議会議員一般選挙が行われましたので、結果をお知らせ
します。村長選挙は２氏が立候補し、投票の結果、中村武雄氏
が３選されました。また、村議会議員選挙は無投票により、次
の10 名（定数10 名）が当選されました。

　朝日村長選挙（得票順）

氏　名 年齢 党派等 得票数

当 中村　武雄 75 無　現 1,679票
三村　　清 67 無　新 1,059票

朝日村議会議員一般選挙（届出順）

氏　名 年齢 党派等

当 上條　昭三 72 無　新
当 齊藤　勝則 69 共産現
当 小林　弘幸 62 無　新
当 林　　邦宏 70 無　現
当 塩原智惠美 60 無　新
当 中村　賢郎 66 無　現
当 清沢　正毅 62 無　新
当 髙橋　廣美 66 無　現
当 上條　俊策 72 無　現
当 北村　直樹 32 無　新

当日有権者数 3,799 投票者総数 2,780
有効投票数 2,738 無効投票数 42

投票率 73.18％［男］72.86％　［女］73.48％

平成27年4月26日執行 村では、平成28年度に採用する職員を次の要領
で募集します。

昭和56年4月2日から
平成10年4月1日までに生まれた人で、
高等学校卒業程度の学力を有する人

試 験 区 分

受 験 資 格

採用予定人数

選考試験日

受 付 期 間

問 合 せ

平成27年7月1日水～8月17日月
※郵送による申込みは、8月17日までの消印のあるものに
限り受け付けます。

朝日村役場 総務課総務担当
〒390-1188 長野県東筑摩郡朝日村大字小野沢296-5

総   務   課 ☎0263-99-2001

初級 行政事務

若干名

第1次試験　平成27年9月20日日

受験案内
朝日村職員
採用試験

採用後朝日村に居住できる人

寄付金の使いみちを
お選びいただけます
１　自然

ふるさとの山を守ります
２　農業

高原野菜産地を守ります
３　福祉

元気なあさひっこを育てます
４　教育・文化

歴史・文化を守ります
５　その他

皆
様
か
ら
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

信
州
朝
日
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

平成 26 年度ふるさと応援寄付　使い道別集計表
応援項目 件数（件） 金　　額

自　　然
ふるさとの山を守ります 2 60,000 円

福　　祉
元気なあさひっこを育てます 1 100,000 円

教育・文化　歴史
文化を守ります 1 30,000 円

合　　計 4 190,000 円
（平成27年3月31日現在）

竪穴式住居復元（平成27年7月）



19

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
久
保

で
す
。

　

朝
日
村
に
着
任
し
て
か
ら
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
自
分
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
を

考
え
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

朝
日
村
に
来
る
前
か
ら
や
っ
て
い

た
草
木
染
め
を
朝
日
村
で
も
や
り
た

い
と
思
っ
て
始
め
た
ら
、
朝
日
村
は

そ
の
昔
各
家
庭
で
染
物
を
や
っ
て
い

た
と
い
う
話
を
聞
き
、
朝
日
村
に
染

物
を
産
業
と
し
て
復
活
さ
せ
た
い
と

思
い
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
染
物
作
成
し
、
村
民
の

方
に
誰
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
の

か
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
藍
染

め
で
青
く
染
め
上
げ
、
背
中
に
「
朝

日
堂
」
と
入
っ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

て
い
る
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

藍
染
め
以
外
で
も
村
の
特
産
で
も

あ
る
カ
ラ
マ
ツ
を
使
い
、
染
物
を
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
朝
日
村
の
特
産

品
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
公
民
館
講
座

で
藍
染
め
、
型
染
め
教
室
を
開
き

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
村
民
の
方

た
ち
の
作
る
染
物
は
ど
れ
も
と
て

も
初
め
て
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

出
来
で
、
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
今
後
、
秋
の
文
化
祭

で
展
示
も
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
秋
、
冬
の
公
民
館
講
座
で

も
再
び
染
物
教
室
を
開
催
す
る
予

定
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
公

民
館
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
朝
日
村
大
博
覧
会
Ⅱ
の
開

催
に
向
け
て
企
画
進
行
し
て
い
ま
す

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
主
催
の

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
こ
れ
か

ら
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
定
や
行
事
は
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
に
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
で
、
見

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
、

朝
日
村
に
来
て
か
ら
初
め
て
の
夏

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
魅
力
溢
れ
る
朝
日
村
の

良
さ
を
外
か
ら
来
た
人
間
の
目
線

で
村
外
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
　

大
久
保
正
晃

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

協力隊ユニフォーム姿

藍染作業中
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村内観光施設のご案内村内観光施設のご案内

あさひプライム事務所　☎99-3700お問合せ

朝日村役場産業振興課　☎99-2001お問合せ

大好評！
朝日村産カラマツ材のコテージで楽しいひと時を！

●１棟６名様まで利用可能
●１泊１棟10,000円から（料金は利用人数、日によって変わります。）
●広報あさひ2015 年 1月号に割引券があります。

あさひプライム
緑の体験館コテージ

夏のアウトドアの定番！
清流近くのキャンプ場は最高！

●オートサイト１泊 3,200 円
●フリーサイト１泊1,500 円
（上記に加え、一人 500 円の施設利用料を頂きます。）

あさひプライム
野俣沢林間キャンプ場

なんと利用料無料！
森の中なので涼しいマレットゴルフ場！

●利用時間 8時 30 分から17時 00 分まで。
●道具（スティック・ボール）も揃っています。

あさひマレットゴルフ場

標高 2,447ｍ！
日本三百名山の一つ、鉢盛山へ登ろう！

●登山には林道通行許可証とゲートの鍵が必要になります。
●許可書発行、並びに鍵の貸出しは役場にて行っています。

鉢盛山登山

屋根つきの広いスペースなので
雨の日でも大勢で利用可能！

●入場料500 円　　●貸切料50,000 円から
●手ぶらバーベキュープランもあります！

あさひプライム
緑のコロシアム【バーベキュー利用】

夏のスキー場を利用した広いドッグラン！
愛犬と一緒に遊ぼう！

●入場料500 円
●プライベート利用は利用料に加え1,000 円
●本年度は試行的に行います。

あさひプライム
ドッグラン

※利用料金は、全て税別です

夏のレジャーに！夏のレジャーに！


